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モーツァルト

歌劇「コジ・ファン・トゥッテ」序曲
ファリャ

「三角帽子」第1組曲・第2組曲
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仙台ニューフィルハーモニー
第78回定期演奏会

Mozart : Così fan tutte Overture
Falla : The Three-Cornered Hat Suite No.1&No.2
Dvořák : Symphony No.7 in D minor

Masahiro IZAKI



【練習日】毎週火曜日19:00～ 21:30【練習場所】仙台市旭ヶ丘市民センター 4階ホール、他
【会費】月額 3,000円【連絡先】仙台ニューフィル事務局 TEL 090-3122-9981（留守電）
※公式ウェブサイト（右記QRコード）からメールも可能です。

※演奏会の前には、土日に指揮者練習が入ることがあります。
※託児について　対応可能です、お問い合わせください。
※活動内容は Facebook に掲載中です。ぜひご覧ください。

　1981年9月、約20名の弦楽器奏者によって創

立される。以来44年、現在は団員数約80名の成熟

した市民オーケストラとして、年2回の定期演奏会

を中心に充実した演奏活動を続けている。

　創立当時より「自力演奏を目指す」ことを目標に掲

げ、そのために団員一人一人の演奏力向上への努

力はもちろん、運営に関わる種々の困難にも対処し

てきた。仙台市内はもとより、広く宮城県内からも力

のある奏者の参加を求めながら編成の充実を図っ

た結果、現在は4管編成の、ほぼ目標に近い団員数

に達しつつある。また、90年代からは優秀な客演指

揮者の指導を受ける機会にも恵まれ、2010年6月

には『宮城県芸術選奨』を受賞するなど、高い評価を

受けるまでになった。

仙台ニューフィルハーモニー管弦楽団
Sendai New Philharmonic Orchestra

指揮 井﨑 正浩
Masahiro IZAKI, conductor
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　現在ハンガリーを拠点にヨーロッパ、日本各地で活躍を続ける指揮者。2007年よ

りハンガリー・ソルノク市の音楽総監督を務め、同市の音楽・文化団体を総括する重

責を担い、現在までハンガリーでポスト活躍する唯一の外国人指揮者として、その実

力を評価されるとともに高い人気を誇っている。同時にこれまで「Newsweek」誌や｢

音楽の友｣誌において海外で活躍する日本人として掲載される栄誉を得ており、最近

ではロシア・ナショナル管、ベルリン響、デュッセルドルフ響等への客演も行い国際的

な展開を行っている。

　1995年第8回ブダペスト国際指揮者コンクールで優勝。コンクール中の演奏を

国立オペレッタ劇場総裁に認められ、同年同劇場でレハール作曲《メリー・ウィドウ》

を指揮しセンセーショナルなデビューを飾る。これまでハンガリーの主要オーケスト

ラ及び国立歌劇場に次々と客演してその名を確立し、ソルノク市からは文化功労賞

「カポシヴァーリ・ジュラ賞」を、ハンガリー政府より大統領名での「金十字功労勲章」（民間人に与えられる最高栄誉）を授与されて

いる。こうした活動や国際交流での活躍を評価され、2020年には「令和2年外務大臣表彰」を、2022年にはハンガリーにおける

文化・芸術・工芸・スポーツ等に最も功績ある人物に対する「プリマ賞」を授与され、名実共にその活動が広く知られている。日本では

1996年1月、東京シティ・フィルのニューイヤー・コンサートでのデビューを皮切りに、読売日響、日本フィル、東京フィル、東響、九

響、名フィル、セントラル愛知響等の主要オーケストラに次々と連続客演して定評を得、その手腕を高く評価されている。

http://www.izakimasahiro.com/

http://www.concert.co.jp/artist/masahiro_izaki/


